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上田市・子ども情報誌「ヤッホー!」

本原小 5 年　増田　大誠

「君の、私の絵」ぼしゅう !!　君たちの描かいてくれた絵のなかから、編集委員会い・ち・お・し・の絵を載のせます。

梅花幼稚園年長　清水　夏希

神科小 4 年　若林　直央

かんぎおん年中　こばやし　あゆみ 川西小 5 年　西澤　茅花 東塩田小 3 年　小山　知紗

上田市・子ども情報誌「ヤッホー！」

秋
2020.11.30発行

41414141

【ねぇこれ知ってる !?　 　～あなうめことば～】

●もんだい●　四角いところは、あおむしにくわれてしまいました。
しょうがくせいのみんなに　おおいにかんけいのある「なまえ」です。
みぎがわから、あいうえおじゅん（こくごじしょとおなじ）のじゅんばんに、
たてによみます。□のなかをうめて かんせいさせてください。
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神科小2年　はらだ　まゆ 清明小4年　吉澤　梨帆 あそびの森あきわ年長　南波　蓮 東小4年　長谷川　由芽 東塩田小4年　ほんま　ゆいは

南小2年　たきざわ　めい 塩川小6年　山本　結希 神科小2年　みどり川　りお

川西小2年　佐々木　ちひろ 川辺小5年　中村　りあ 南小3年　はしづめ　ゆえ 神科小2年　わたなべ　りこ 清明小3年　笹沢　翔

丸子中央小2年　長谷　あおば 清明小5年　鷹野　風香 南小2年　羽毛田　舞 清明小4年　小林　可緒 丸子北小2年　竹鼻　優

中塩田小4年　小出　ほの花 西小2年　たきざわ　こう太ろう 神川小2年　檜森　汐音 清明小2年　小林　なぎ 川辺小2年　鈴木　珠帆

かんぎおん年長　こばやし ほたか 城下小4年　小林　有希 西小5年　百瀬　菜那 城下小4年　角田　ききょう 西小4年　吉永　鈴

塩尻小2年　星　凜音 城下小6年　角田　あやめ 清明小4年　斉藤　柊 神科小5年　荒木　嶺斐 丸子中央小3年　富岡　優太
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シ ョ ソ ン の 本 棚

「病気の魔女と薬の魔女」 学習研究社
岡田晴恵 作　如月裕 絵 

 高学年から
お月さまのきれいな夜。世界中の魔女がド
イツの山に集まって、ワルプルギスの魔女の
祭りを開きます。そこには、人々を病気にす
るインフルエンザやコレラ、マラリアの魔女

たちもやってきますが、今年はその姿が見えません。
　どうやら、新しい病気の大流行を引き起こそうと、病気
の魔女たちだけで集まっているようなのです……。

「妖精のスープ」  あかね書房
 高森美由紀 作　井田千秋 絵
 高学年から
５年生になったばかりの春香は、森で妖精
のおばあさんと出会った。おばあさんの家で
ふるまわれたスープは、なんの味かわからな

いほどまずくて……うちの、クリームスープとは比べ物にな
らない。
　妖精さんは、他のスープを食べたことがあるのだろうか。
春香は、お母さんに頼んだ。

「あたしにスープの作り方を教えて」

「魔法学校へようこそ」
 偕成社

さとうまきこ 作　高橋由為子 絵
　中学年から

朝の通学路。算数の宿題を忘れ
たぼくは、学校に行きたくない。下

を向いて歩いていると、チョークで「通学路」と
矢印が書いてあるのを見つけた。この矢印の通
りに行けば、もしかして、勉強なんてなんにもな
い、遊びと給食だけの学校があったりして……。

「大渋滞」 PHP研究所
いとうみく 作　いつか 絵

高学年から
おばさんの結婚式にむかう車内。
高速道路はずっと渋滞で、パパとママはケ
ンカばっかり。「旅行中は楽しく過ごそうっ
ていったの、ママじゃん」つい、あたしはそう

言ってしまう。だって、これが最後の家族旅行だから。
　3 か月前に打ち明けられた、ママたちの計画。あんなの、
大人だけで決めてしまうなんてひどい。

「ソンジュの見た星　
　　路上で生きぬいた少年」 徳間書店

リ・ソンジュ＆スーザン・マクレランド　作
野沢佳織　訳　　船津真琴　カバー画

中学生から
優しい父さん、母さんと北朝鮮の平壌で幸せ

に暮らしていたソンジュは、父さんの「休暇」で北部の町に
引っ越すことになる。そこで目にしたのは、新しい同級生の、
今まで想像もしたことのないような暮らしぶり……やがて、
ソンジュの家も厳しい選択を迫られるようになる。
　2003 年ころに国を出て、イギリスの大学を卒業した著者
のノンフィクション。

「世界一の三人きょうだい」
 徳間書店

グードルン・メプス 作
はたさわゆうこ 訳　山西ゲンイチ 絵

中学年から

小学 3 年生になったばかりのあ
たしと、まだおむつをしている弟のレオンは、
これから一週間、大学生のお兄ちゃんちで暮ら
すことになった。
　パパとママはさびしがったけど、あたしたち
は全然平気。だって、お兄ちゃんのアパートっ
て、すっごく楽しいんだもの！

こんにちは！
ぼくはショソン。
カブやサツマイモのおいしい季
節だね。
土の中で育つ野菜は、体を温め
る力があるんだって。
季節のものを食べて、体を丈夫
にしようね♪

 YAっ

HOー
! 秋のブック

フ

ェ
ア
 YAっ

HOー
! 秋のブック

フ

ェ
ア
 

「12月のおはなし
 クリスマスクッキング
 ふしぎなクッキーガール」
� 講談社

梨屋アリエ 作　山田詩子 絵
低学年から

なかよしのひなこちゃんとぜっこうをしてし
まったれいなちゃんは、じどうかんにあそびに行
きたくありません。ひなこちゃんに、会ってしまう
かもしれないからです。
　「ゆうだいくんのおうちに行ったら？」ママが
言います。ゆうだいくんのおねえちゃんが、クッ
キーをやくというのです。
　クリスマスのクッキーって、どんなのでしょう？
　

「ひぐれのラッパ」　 福音館
書店

安房直子 作　MICAO 絵
　中学年から

ある日、とうふ屋さんにねずみ
が来て言いました。

「今夜、福引き会がありますので、ぜひお出かけ
ください」
　初めての招待に、とうふ屋さんは乗り気で出か
けていきます。もちろん、手みやげのきぬごしど
うふも忘れていません。
　さて、何が当たるでしょうか？
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44

木枯らし （こがらし）
A 晩秋（ばんしゅう）から初冬（しょとう）にかけて、北から吹（ふ）く

冷（つめ）たい風（かぜ）。日本の気象庁（きしょうちょう）では、最
大風速（さいだいふうそく）8ｍ（メートル）以上（いじょう）のものを
呼（よ）びます。

B 早春（そうしゅん）から初夏（しょか）に
　 かけて、南から吹く暖（あたた）かい風。 
　 日本の気象庁では、最大風速10ｍ以上
　 のものを呼びます。

小春日和 （こはるびより）
A 待（ま）ち遠（どお）しかった春先（はるさき）の、 暖（あたた）かいポ

カポカ陽気（ようき）のこと。
B 晩秋（ばんしゅう）から初冬（しょとう）の、晴（は）れて暖かい
　 陽気。春を思わせるところからこういいます。

草臥れる （くたびれる）
A 疲（つか）れて元気がなくなる。
　 年老（としお）いたり苦労（くろう）が続（つづ）いたりして気力

（きりょく）や若（わか）さを失（うしな）うこと。
B 盛（さか）んだった物事（ものごと）の勢（いきお）いがだんだん

衰（おとろ）えてくること。 

まな板の鯉 （まないたのこい）
A 自分（じぶん）の力（ちから）ではどうすることもできず、相

手（あいて）のなすがままになるしかない状態（じょうたい）。
　 また、覚悟（かくご）を決（き）めて、見苦（みぐる）しく騒（さわ）

いだりしないことのたとえ。
B まな板に載（の）せた鯉の刺身（さしみ）は、
　 新鮮（しんせん）でおいしいです。

油を売る （あぶらをうる）
A 無駄（むだ）なおしゃべりをして、仕事（しごと）などを
　 怠（なま）けること。
B 健康（けんこう）に良（よ）いという
    「えごま」の油を売（う）ってみん
　 なによろこばれること。

大晦日 （おおみそか）
A 生まれて初（はじ）めて食べた味噌（みそ）おでんにおいし

くて感激（かんげき）しました。　「おお、みそか！」
B 1年の最後（さいご）の日のこと、日本では、年神（としがみ）

を迎（むか）えることにちなむ行事（ぎょうじ）が行われま
す。

師走 （しわす )
A 陸上競技（りくじょうきょうぎ）の一つ。同じ距離（きょり）を、

先生同士（どうし）がどちらが速（はや）くゴールに到達（とう
たつ）するのかを走って競（きそ）い合う競技。

B 旧暦（きゅうれき）の12月の異名（いみょう）。陽暦（ようれき）
（新暦）の12月に当てはめ「師走＝12月の和風月名（わふ
うげつめい）」現在でも新暦12月の別名（べつめい）としても
用（もち）いられます。

せいかい（正解）と【由来・語源】
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ここの部分（ぶぶん）は、
紙などで覆（おおい）い隠（かく）して読んでね。

のこたえ

どちらがあっている？ AかBか？
…言葉（ことば）の由来（ゆらい）・語源（ごげん）

しわす：B旧
きゅうれき

暦の12月の異
いみょう

名。陽
ようれき

暦（新
しんれき

暦）の12

月に当てはめ「師走＝12月の和
わふう

風月
げつめい

名」現
げんざい

在でも新

暦12月の別
べつめい

名としても用
もち

いられる。

主
おも

な語
ごげんせつ

源説として、師
ししょう

匠の僧
そう

が御
おきょう

経をあげる為
ため

に

東
とうざい

西を馳
は

せる月とする。

こがらし：A木
こ

の葉を落
お

とし、枯
か

れ木
き

にして

しまうほどの風という意
い み

味。

こはるびより：B「小春」は陰
いんれき

暦10月の異
いしょう

称で、

陽暦の11月にあたる。漢
かんご

語「小春（しょうしゅん）」の

訓
くんよ

読み。

　ちなみに、小春日和はアメリカやカナダでは「イ

ンディアンサマー」という。

くたびれる：Aくたびれるの古
こ け い

形は「くたび

る」。「くた」は、憔
しょうすい

悴する意の「くたばる」のくたと

同じで、「くつ（朽
く

つ）」「くたす（腐
くさ

す）」と同
どうげん

源。

「びる」は、悪
わる

びれるの古形「わるびる（悪びる）」の

「びる」などと同じく、ある状
じょうたい

態を言い表
あらわ

す語。「草

臥」の字を当てるのは、『詩
しきょう

経』にある「草
くたび

臥（疲れて

草に臥
ふ

すの意）」とあるのを慣
かんよう

用したもの。

まないたのこい：Aまな板の上の鯉は、ただ
調
ちょうり

理されるのをじっと待つしかないことからのた

とえ。また、鯉はまな板の上にのせるとまったく

動
うご

かないといわれ、そこから、死ぬ運
うんめい

命を潔
いさぎよ

く待

つたとえとしても使われます。

あぶらをうる：A江戸時代、油
あぶらうり

売りが柄
ひしゃく

杓で

容
よう き

器に移
うつ

すとき、油がゆっくり垂
た

れて最
さい ご

後の一
いってき

滴

が切れるまでに時間がかかり、その間に客
きゃく

と世
せけ ん

間

話
ばなし

をしているところが、いかにも仕事を怠
なま

けてい

るようにみえたことから。

おおみそか：B旧
きゅうれき

暦では毎
まいつき

月の最
さいしゅうび

終日を「晦日

（みそか）」といった。晦日のうち、年内で最
さいご

後の晦日、

つまり12月の晦日を「大晦日」といった。「みそ」は

「三十」であり、「みそか」は30日の意
い み

味です。

ただし、月の大小が年によって変
へんどう

動するので、実
じっさい

際

には29日のこともありました。
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木枯らし （こがらし）
A 晩秋（ばんしゅう）から初冬（しょとう）にかけて、北から吹（ふ）く

冷（つめ）たい風（かぜ）。日本の気象庁（きしょうちょう）では、最
大風速（さいだいふうそく）8ｍ（メートル）以上（いじょう）のものを
呼（よ）びます。

B 早春（そうしゅん）から初夏（しょか）に
　 かけて、南から吹く暖（あたた）かい風。 
　 日本の気象庁では、最大風速10ｍ以上
　 のものを呼びます。

小春日和 （こはるびより）
A 待（ま）ち遠（どお）しかった春先（はるさき）の、 暖（あたた）かいポ

カポカ陽気（ようき）のこと。
B 晩秋（ばんしゅう）から初冬（しょとう）の、晴（は）れて暖かい
　 陽気。春を思わせるところからこういいます。

草臥れる （くたびれる）
A 疲（つか）れて元気がなくなる。
　 年老（としお）いたり苦労（くろう）が続（つづ）いたりして気力

（きりょく）や若（わか）さを失（うしな）うこと。
B 盛（さか）んだった物事（ものごと）の勢（いきお）いがだんだん

衰（おとろ）えてくること。 

まな板の鯉 （まないたのこい）
A 自分（じぶん）の力（ちから）ではどうすることもできず、相

手（あいて）のなすがままになるしかない状態（じょうたい）。
　 また、覚悟（かくご）を決（き）めて、見苦（みぐる）しく騒（さわ）

いだりしないことのたとえ。
B まな板に載（の）せた鯉の刺身（さしみ）は、
　 新鮮（しんせん）でおいしいです。

油を売る （あぶらをうる）
A 無駄（むだ）なおしゃべりをして、仕事（しごと）などを
　 怠（なま）けること。
B 健康（けんこう）に良（よ）いという
    「えごま」の油を売（う）ってみん
　 なによろこばれること。

大晦日 （おおみそか）
A 生まれて初（はじ）めて食べた味噌（みそ）おでんにおいし

くて感激（かんげき）しました。　「おお、みそか！」
B 1年の最後（さいご）の日のこと、日本では、年神（としがみ）

を迎（むか）えることにちなむ行事（ぎょうじ）が行われま
す。

師走 （しわす )
A 陸上競技（りくじょうきょうぎ）の一つ。同じ距離（きょり）を、

先生同士（どうし）がどちらが速（はや）くゴールに到達（とう
たつ）するのかを走って競（きそ）い合う競技。

B 旧暦（きゅうれき）の12月の異名（いみょう）。陽暦（ようれき）
（新暦）の12月に当てはめ「師走＝12月の和風月名（わふ
うげつめい）」現在でも新暦12月の別名（べつめい）としても
用（もち）いられます。

せいかい（正解）と【由来・語源】
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ここの部分（ぶぶん）は、
紙などで覆（おおい）い隠（かく）して読んでね。

のこたえ

どちらがあっている？ AかBか？
…言葉（ことば）の由来（ゆらい）・語源（ごげん）

しわす：B旧
きゅうれき

暦の12月の異
いみょう

名。陽
ようれき

暦（新
しんれき

暦）の12

月に当てはめ「師走＝12月の和
わふう

風月
げつめい

名」現
げんざい

在でも新

暦12月の別
べつめい

名としても用
もち

いられる。

主
おも

な語
ごげんせつ

源説として、師
ししょう

匠の僧
そう

が御
おきょう

経をあげる為
ため

に

東
とうざい

西を馳
は

せる月とする。

こがらし：A木
こ

の葉を落
お

とし、枯
か

れ木
き

にして

しまうほどの風という意
い み

味。

こはるびより：B「小春」は陰
いんれき

暦10月の異
いしょう

称で、

陽暦の11月にあたる。漢
かんご

語「小春（しょうしゅん）」の

訓
くんよ

読み。

　ちなみに、小春日和はアメリカやカナダでは「イ

ンディアンサマー」という。

くたびれる：Aくたびれるの古
こ け い

形は「くたび

る」。「くた」は、憔
しょうすい

悴する意の「くたばる」のくたと

同じで、「くつ（朽
く

つ）」「くたす（腐
くさ

す）」と同
どうげん

源。

「びる」は、悪
わる

びれるの古形「わるびる（悪びる）」の

「びる」などと同じく、ある状
じょうたい

態を言い表
あらわ

す語。「草

臥」の字を当てるのは、『詩
しきょう

経』にある「草
くたび

臥（疲れて

草に臥
ふ

すの意）」とあるのを慣
かんよう

用したもの。

まないたのこい：Aまな板の上の鯉は、ただ
調
ちょうり

理されるのをじっと待つしかないことからのた

とえ。また、鯉はまな板の上にのせるとまったく

動
うご

かないといわれ、そこから、死ぬ運
うんめい

命を潔
いさぎよ

く待

つたとえとしても使われます。

あぶらをうる：A江戸時代、油
あぶらうり

売りが柄
ひしゃく

杓で

容
よう き

器に移
うつ

すとき、油がゆっくり垂
た

れて最
さい ご

後の一
いってき

滴

が切れるまでに時間がかかり、その間に客
きゃく

と世
せけ ん

間

話
ばなし

をしているところが、いかにも仕事を怠
なま

けてい

るようにみえたことから。

おおみそか：B旧
きゅうれき

暦では毎
まいつき

月の最
さいしゅうび

終日を「晦日

（みそか）」といった。晦日のうち、年内で最
さいご

後の晦日、

つまり12月の晦日を「大晦日」といった。「みそ」は

「三十」であり、「みそか」は30日の意
い み

味です。

ただし、月の大小が年によって変
へんどう

動するので、実
じっさい

際

には29日のこともありました。

「どんぐり」でいろいろつくってみたよ。

❶【どんぐりの笛】
　どんぐりのお尻に穴をあけて、あと
は中身をひたすらかきだします！形や
大きさで音がちがうよ。吹き口はうす
いほうが良く音がでるので、ヤスリで
お尻を平らにしてから穴をあけるのが
おすすめです。

【消毒・殺菌】
　集めたどんぐりは消毒します。むし
器に 5 ～ 7 分ほどいれて加熱殺菌しま
す。冷凍庫で凍らせて自然解凍しても
いいよ。中に「どんぐり虫」がいるかも!?

　水性のニスをぬって、どんぐりのツ
ヤをだしたり、絵の具で絵を描くだけ
でも楽しいよ。
　どんぐりはまだ落ちているかなぁ
…。ほかの木の実でもいろいろなもの
がつくれるかも。何かできたものが
あったらぜひヤッホーに教えてね！

❷【どんぐりのやじろべえ】
　３個のどんぐりをつかってつくる「や
じろべえ」です。穴をあけたところに
竹ぐしをさしてバランスをためしてみ
てね。
　いがいにむずかしいよ。

❸【どんぐりコマ】
　どんぐりのお尻の部分の真ん中に、
キリや千枚通しなどで軽く穴をあけ、
つまようじをさしてハイできあがり！ 
長さを変えたりしていろいろためして
みてね。

おうちでのみんなの活躍、
教えてください !!
　「お父さんお母さんのために夕食つくりました！」「お風呂
そうじをしました！」など、おうちでの活躍を、みんなに紹
介するコーナーを開催します。
　「おうちでがんばったこと」を 200字程度にまとめて、
写真とともに以下メールに送ってください。
　応募いただいた中で、編集委員が厳選し、今後のYAっHO－!
紙面で紹介します。

●送付先メールアドレス yahho@city.ueda.nagano.jp

●応募する際の注意点 ①応募するときは、保護者の方が応募してください。

 ②本人や家族以外の方が写っている写真（JPG データ）はご遠慮ください。

 ③応募メールには、必ず電話番号も記載してください。

 ④採用された方には、後日お電話で掲載する旨の確認連絡をいたします。

たくさんのご
応募、

お待ちしてます !!
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クロスワードの答え

（キリトリ）

（
キ
リ
ト
リ
）

◆なまえ

◆がっこう / えん　　　　　　　　　　　　　　（　　年）

◆じゅうしょ
★この下は「絵やかんそう、ひとこと」なんでも自由にかいてくださいね。
　今号は、色をつけて書いてきてください。
　（テレビやゲームキャラクター、ものまねは採用できません）

イーグルは「わし」、ホークは？
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●次回は 2021 年 3 月中旬頃発行予定です。●

子ども情報誌「YAっHOー!」
第68号 2020･11･30 発行
発　 行 上田市教育委員会（生涯学習・文化財課）
編　 集 ヤッホー編集委員会
 〈問い合わせ先〉
  上田市教育委員会（生涯学習・文化財課）
  TEL 0268（23）6370【直通】
  URL https://www.city.ueda.nagano.jp/
                          soshiki/shogaku/index-2.html
  「子ども情報誌ヤッホー」で検索してください。

〜情報提供のしかた〜
◆郵　送◆ 〒386-0025　上田市天神一丁目 8 番 1 号
　　　　　　　上田駅前ビル　パレオ 5 階
◆ FAX ◆ 0268（23）6368
◆ T E L ◆ 0268（23）6370
　不明な点はお気軽にお問い合わせを。

【編集後記】
　コロナ禍の中、いかがおすごしでしょうか。みなさん、動物
たちの冬眠について知っていますか。大きく分けると３つの型が
あります。「カエル型」の、カエル・ヘビ・カメなどの変温動物は、
仮死状態で活動を完全に停止してしまいます。次に、「ヤマネ型」
の、ヤマネ・リス・コウモリなど恒温動物は、体温を０度近くま
で下げます。３つ目は、「クマ型」です。完全に眠り続けるので
はなく、うつらうつら寝る巣ごもり状態になります。どんな冬眠
がいいですか。次号は、カラーページになります。みんなのペー
ジにたくさん応募してください。（竹田貴一）

0 0 2 53 8 663円切手を
はってくだ
さい

郵　便　は　が　き

上田市天神一丁目8番1号
　上田駅前ビル　パレオ5階
　上田市教育委員会
　生涯学習・文化財課
「ヤッホー」事務局　行

郵便はがきでも応募できます。応募してくれたはがきは、学校名や名
前とともに紙面に掲載される場合がありますが、“それでもいいよ。”
というお友だちは応募してね。なお、ペンネームのはがきは受け付け
られないので、はがきは必ず本名で応募してね。

68 号 アンケートにこたえてね!

★あなたが通っている学校の、一番の自慢をおしえてください。

67号クロスワードパズルの答え
○前回のクロスワードパズルの問題は、
「さがしにいこう　なつのむし　みつけたものは　なにか　おしえてね」でした。
「セミ」や「カブトムシ」、「クワガタ」、「チョウチョ」とこたえてくれた
お友達が多かったです。今年の夏休みはとても短くて残念に思った人も多
かったことと思います。今年の夏といえば、西アフリカを中心に「バッタ」
が大量発生したことを知ってますか？その名も「サバクトビバッタ」。大
陸を移動するバッタで、農作物に被害をもたらしています。大量発生の理
由は、干ばつ（長い間雨が降らないこと）後に、サイクロンによってもた
らされた大雨がバッタにとって良い環境を生み出したと言われています。

（応募総数 59通）

当
　
選
　
者

（敬称略）

城下小 5年 森　よしあき
川西小 4年 古海　鈴（ふるみ　りん）
塩川小 4年 柳沢　瑠華
傍陽小 3年 長谷川　春陽
城下小 1年 すずき　つばさ（鈴木　翼）
本原小 3年 みや坂　あらん
川辺小 2年 竹花　李菜
神川小 6年 吉池　心都

（間違いさがしの答え）	
女の子の服のそでの位置、
忍者の手、女の子の耳、
アマビエの目、男の子の服、
ノズルの向き、マスクの向き、
蛇口の長さ、コップの持ち手
の位置、うがいの口の大きさ	
	 	

NPO法人やまぼうし自然学校
TEL 74-2735　FAX 74-2795

◆【初心者限定】
　初めてのスキー教室　１/９㈯、２/６㈯、3/7㈰
　●今度の冬はスキーデビュー！
 　 上田育ちなら、スキーを楽しまなくっちゃ♪

◆【初級以上】�
　スキーピクニック　１/17㈰、２/21㈰、３/21㈰
　●スキーこどもの日は、バスに乗って菅平へスキーに行こう！

◆根子岳スノーシュートレッキング　１/30㈯
　●スノーモンスターに会いに行こう！

上田市マルチメディア情報センター
問い合わせ TEL39-1000

◆ St.Media�Xmas�2020～プログラミング&工作に挑戦！～
　●写真入りカレンダー作り　12/19 ㈯※
　●第 8 回上田地域こども CG コンクール表彰式　12/19 ㈯
　●キラピカのクリスマス飾りのはんだづけ工作　12/19 ㈯※
　●キラキラキーホルダーのはんだ付け工作　12/20 ㈰※
　● Scratch ゲーム開発　12/20 ㈰※
　●パソコン作品、N ゲージなどの展示　12/19 ㈯、12/20 ㈰

◆2021お正月の工作教室　１/10㈰
　●オリジナルたこづくり
　●わくわくこども上映会
　●工作教室　揺れると光るストラップをつくろう！※

※は事前申込が必要です。

◉イベント情報のページ◉

上田創造館
TEL23-1111　FAX24-4100

◆週末の理科室　参加費無料　事前申込必要
　●グニャグニャ凧を作ろう　12/19㈯
　●カルメ焼きを作ろう　1/23㈯
　●モーターで車を作って走らせよう　2/27㈯

◆マジカルクッキング　参加費300円　事前申込必要
　●バレンタインデーのおやつを作ろう!　1/16㈯
　●もっちもちの、春のおやつを作ろう!　2/20㈯

◆その他イベント情報　参加費無料　当日参加可能
　●冬の星座と神話　1/9、2/6（いずれも土曜）
　●星空観望会　12/19、2/20（いずれも土曜）
　●凧展　12/21㈪～1/10㈰
　●冬の企画展　～子どもといっしょに～
　　ウイルスを知って「感染しない」を考えよう!　1/15㈮～31㈰
　●発明・アイデア作品展　2/20㈯～28㈰
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QRコードから
ホームページをチェック！


